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継
体
の
出
身
を
め
ぐ
っ
て

　
『
古
事
記
』
（
以
下
、
記
と
略
）
は
武
烈
天
皇
の
崩
後
の
王
権
継
承
の
様
相
を

次
の
如
く
描
く
。

　
天
皇
既
崩
、
無
下
可
レ
知
二
日
続
一
之
王
加
故
、
品
太
天
皇
五
世
之
孫
、
衰
本
秤

　
命
、
自
二
近
淡
海
国
↓
令
二
上
坐
一
而
、
合
レ
於
二
手
白
髪
命
一
、
授
二
奉
天
下
一
也
。

　
こ
こ
に
お
い
て
仁
徳
天
皇
以
来
の
血
流
に
よ
る
王
統
が
断
絶
し
、
畿
外
の
近

淡
海
（
近
江
）
国
よ
り
品
太
（
応
神
）
天
皇
五
世
孫
と
伝
え
る
蓑
本
仔
（
ヲ
ホ
ド
）
命

が
迎
え
ら
れ
大
王
位
に
つ
い
た
こ
と
に
な
る
。
継
体
天
皇
で
あ
る
。
一
方
、
『
日

本
書
紀
』
（
以
下
、
紀
と
略
）
で
は
こ
の
間
の
事
情
は
詳
し
く
、
近
江
国
高
嶋
郡

三
尾
の
別
業
に
在
っ
た
彦
主
人
王
が
、
三
国
の
坂
中
井
（
越
前
国
坂
井
郡
）
か
ら

振
媛
（
垂
仁
天
皇
七
世
孫
）
を
妃
に
迎
え
出
生
し
た
の
が
継
体
で
あ
り
、
彼
は

父
王
の
死
後
母
方
の
高
向
で
養
育
さ
れ
、
五
十
七
歳
の
と
き
武
烈
の
死
去
に
と

も
な
っ
て
、
大
連
大
伴
金
村
ら
に
よ
り
当
地
か
ら
大
王
と
し
て
擁
立
さ
れ
た
こ

と
を
述
べ
て
い
る
。

　
し
か
し
継
体
は
王
族
と
は
さ
れ
る
も
の
の
応
神
か
ら
の
血
脈
は
遠
く
、
ま
た

彼
は
紀
に
よ
る
と
河
内
の
樟
葉
宮
で
即
位
以
来
、
山
背
の
筒
城
・
弟
国
を
経
て

二
十
年
目
（
一
説
に
七
年
目
）
に
し
て
大
和
に
入
り
、
磐
余
の
玉
穂
に
都
を
営
ん

だ
と
伝
え
る
の
で
あ
る
。

　
六
世
紀
初
頭
期
に
生
起
し
た
か
か
る
異
常
に
も
映
る
王
権
継
承
の
あ
り
方
か

ら
、
継
体
を
前
王
統
と
は
全
く
血
縁
関
係
の
な
い
“
地
方
豪
族
”
よ
り
出
身
し

た
新
覇
の
開
祖
で
γ
・
・
す
・
諸
見
解
は
提
起
・
れ
・
こ
・
に
蒙

　
さ
て
、
継
体
の
正
体
が
“
地
方
豪
族
”
か
“
王
族
”
か
と
い
っ
た
“
王
朝
交

替
”
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
五
世
紀
に
は
既
に
男
系
世
襲
王
制
が
形
成
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

た
こ
と
を
自
明
の
前
提
と
し
て
き
た
訳
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
の
前
提
は
も
は

や
否
定
さ
れ
て
よ
い
段
階
に
達
し
て
い
よ
う
。
『
宋
書
』
夷
蛮
伝
に
み
え
る
倭

の
五
王
硅
讃
・
珍
・
済
・
興
・
武
の
系
譜
（
第
－
図
）
に
お
い
て
珍
と
済
と
の
間

に
血
縁
関
係
の
記
載
が
な
い
事
実
は
、
五
世
紀
に
お
い
て
異
系
の
王
家
が
存
在
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第1図　「宋書』倭の五王系譜

ー
讃1

珍済
i ー
興1

武

第2図　応神・継体間の王統譜

応
神
ー

i
仁
徳

1
履
中

1
反
正

　
　
〈
珍
〉

ー
允
恭

市
辺
オ
・
ハ
⊥
口
罐

ワ
カ
ヌ
ケ
フ

タ
マ
タ

　
　
「
1
忍
坂
オ
ホ
ナ
カ

　
ツ
ヒ
メ

1
安
康

－
雄
鮮
｝

ー
オ
ホ
イ
ラ
ツ
コ
ー
一
日
【

　
　
（
オ
ホ
ホ
ド
）

丁
－
武
烈

春
日
オ
ホ

イ
ラ
ツ
メ

ー
清
寧

ー
タ
シ
ラ
カ

1
（
欽
明
）

ヒ
コ
ウ
シ
ー
継
体

　
　
（
3
）

し
た
こ
と
、
即
ち
こ
の
時
期
に
は
い
ま
だ
世
襲
王
権
が
成
立
し
て
い
な
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

こ
と
（
1
1
王
族
の
〃
血
統
”
の
未
確
立
）
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
川
口
勝
康
氏
が

論
じ
た
よ
う
に
記
紀
に
定
着
し
て
い
る
応
神
以
下
継
体
ま
で
の
王
統
譜
（
第
2

図
）
は
、
『
宋
書
』
に
垣
間
み
る
こ
と
が
で
き
る
二
つ
の
大
王
系
譜
及
び
継
体
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

出
自
系
譜
を
継
体
王
統
が
一
系
的
に
統
合
し
た
も
の
で
あ
る
と
み
ら
れ
、
継
体

が
五
世
紀
に
大
王
を
輩
出
し
た
二
つ
の
血
縁
集
団
と
は
別
系
の
出
身
で
あ
る
こ

と
だ
け
は
ほ
ぼ
確
実
に
い
い
う
る
の
で
あ
る
。

　
従
来
行
な
わ
れ
た
継
体
の
本
貫
の
推
定
に
つ
い
て
は
、
近
江
説
・
越
前
説
、

そ
し
て
陵
（
記
－
三
嶋
之
藍
御
陵
、
紀
－
藍
野
陵
）
の
所
在
地
の
摂
津
と
す
る
説

　
　
　
　
　
（
6
）

に
大
別
さ
れ
る
が
、
な
か
で
も
継
体
の
“
出
身
氏
族
”
は
近
江
国
坂
田
郡
に
盤

鋸
し
た
息
長
君
（
天
武
十
三
年
十
月
、
真
人
賜
姓
）
で
あ
ろ
う
と
す
る
岡
田
精
司

　
　
（
7
）

氏
の
見
解
が
有
力
化
し
注
目
を
集
め
て
き
た
。
岡
田
氏
が
一
般
的
近
江
説
を
脱

し
て
特
に
息
長
氏
を
そ
の
出
身
母
体
と
考
え
た
理
由
は
、
ω
息
長
氏
は
記
紀
の

王
統
諮
に
「
王
」
名
の
王
族
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
一
方
、
そ
こ
に
反
覆
的

な
伝
承
を
定
着
さ
せ
て
い
る
。
⑪
「
河
内
王
朝
」
の
神
話
的
始
祖
で
あ
る
神
功

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
ミ
　
　
ヘ

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

皇
后
に
オ
キ
ナ
ガ
タ
ラ
シ
ヒ
メ
の
名
を
与
え
、
箭
明
天
皇
の
謹
号
に
も
オ
キ
ナ

が
タ
ラ
シ
ヒ
ヒ
ロ
ヌ
カ
と
そ
の
ウ
ヂ
名
が
み
え
る
。
㎝
記
で
は
継
体
の
曾
祖
父

意
富
富
糧
王
に
息
長
氏
の
”
出
目
”
が
置
か
れ
、
そ
の
父
若
沼
（
野
）
毛
二
俣
王

が
息
長
氏
の
血
を
引
く
。
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
主
要
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し

近
江
国
坂
田
郡
の
二
大
首
長
墓
群
（
姉
川
流
域
・
長
浜
垣
籠
古
墳
群
－
坂
田
酒

人
氏
、
天
野
川
流
域
・
息
長
古
墳
群
－
息
長
氏
）
の
様
相
1
1
造
墓
状
況
を
検
討

し
た
大
橋
信
弥
氏
は
、
五
世
紀
以
前
に
お
け
る
坂
田
郡
内
の
有
力
首
長
は
坂
田

酒
人
氏
こ
そ
想
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
元
来
坂
田
酒
人
氏
と
の
従
属
関

係
に
あ
．
た
息
長
氏
が
、
坂
田
郡
域
で
自
立
化
し
畿
内
勢
力
と
の
直
接
巌
治

的
関
係
に
入
っ
た
の
は
六
世
紀
以
降
で
あ
る
こ
と
を
明
快
に
論
証
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
古
墳
群
の
あ
り
方
の
歴
史
的
理
解
及
び
そ
の
被
葬
者
に
関
し
て
は
塚
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

義
信
氏
に
異
論
が
あ
る
も
の
の
、
大
橋
氏
の
断
じ
た
通
り
継
体
1
1
息
長
氏
の
想

定
自
体
は
先
ず
無
理
で
あ
ろ
う
。
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五
世
紀
初
期
以
降
、
後
半
に
至
る
ま
で
他
地
域
の
そ
れ
と
比
し
て
卓
越
し
た

規
模
を
有
す
る
巨
大
前
方
後
円
墳
が
造
営
さ
れ
て
い
た
の
は
大
阪
平
野
の
古
市

古
墳
群
と
百
舌
鳥
古
墳
群
で
あ
る
。
両
群
に
お
け
る
か
か
る
比
定
大
王
墓
の
造

営
が
交
互
で
あ
る
こ
と
と
あ
い
ま
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
河
内
南
部
（
陪
古
市
）
よ

り
和
泉
北
部
（
1
1
百
舌
鳥
）
に
か
け
て
の
勢
力
の
連
合
体
か
ら
当
該
期
の
大
王
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

立
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
六
世
紀
前
葉
に
入
る

と
確
実
な
大
王
墓
級
の
前
方
後
円
墳
は
既
に
両
古
墳
群
に
は
み
ら
れ
ず
、
こ
の

時
期
の
大
王
墓
に
推
定
さ
れ
る
も
の
と
し
て
何
よ
り
も
注
目
さ
れ
る
の
は
摂
津

の
三
島
野
古
墳
群
内
の
今
城
塚
古
墳
（
高
槻
市
、
墳
丘
長
一
九
〇
メ
ー
ト
ル
）
で

　
（
1
1
）

あ
ろ
う
。
今
城
塚
古
墳
が
『
延
喜
式
』
諸
陵
寮
に
載
せ
る
継
体
陵
に
比
定
さ
れ

（
1
2
）

る
こ
と
と
あ
わ
せ
、
同
時
期
に
は
尾
張
の
断
夫
山
古
墳
（
名
古
屋
市
、
同
一
五
〇

メ
ー
ト
ル
）
の
規
模
が
尾
張
連
草
香
の
女
目
子
媛
（
紀
、
記
－
尾
張
連
等
の
祖
凡

連
の
妹
、
目
子
郎
女
）
が
継
体
妃
と
な
り
安
閑
・
宣
化
両
天
皇
を
生
ん
だ
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

う
伝
承
と
の
関
連
か
ら
と
り
わ
け
注
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
お
そ
ら
く
継
体
は
三
島
野
古
墳
群
と
か
か
わ
る
摂
津
在
地
勢
力
の
首
長
で
あ

堕
特
に
白
石
杢
郎
氏
が
論
じ
た
よ
う
に
彼
は
淀
川
水
系
を
媒
介
と
し
て
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
略
）
　
応
神

第3図　記による応神以

　　　　降の息長氏関係

　　　　略系譜

（
上
略
）
ー

1
若
沼
毛
二
俣
王

ー
息
長
真
若

　
中
比
売

城
南
部
、
近
江
、
さ
ら
に
北
に
越
前
、
東
方
に
尾
張
と
い
っ
た
地
域
の
政
治
勢

力
と
結
び
河
内
南
部
・
和
泉
北
部
勢
力
を
抑
え
て
大
王
位
に
つ
い
た
も
の
で
あ

（
1
5
）

ろ
う
。

　
三
世
紀
末
に
造
営
の
始
ま
る
三
島
野
古
墳
群
の
被
葬
首
長
ら
が
大
和
政
権
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

立
期
以
来
の
そ
の
主
要
な
構
成
勢
力
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、

継
体
自
身
は
「
癸
未
年
」
1
1
五
〇
三
年
の
年
紀
を
も
つ
和
歌
山
県
橋
本
市
隅
田

八
幡
神
社
所
蔵
人
物
画
像
鏡
銘
に
お
い
て
「
孚
弟
王
」
（
フ
ト
王
）
と
み
え
て
お

（
1
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

り
　
　
継
体
即
位
前
紀
に
彼
の
「
更
名
」
を
「
彦
太
尊
」
と
伝
え
る
1
継
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

は
か
か
る
即
位
前
の
「
日
十
大
王
」
の
時
代
に
大
和
の
「
意
柴
沙
加
宮
」
（
押

坂
宮
）
に
居
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
一
方
、
そ
こ
に
百
済
の
武
寧
王
「
斯

（
1
9
）
　
　
　
　
　
（
2
0
）

麻
」
が
「
念
二
長
奉
一
」
じ
使
を
遣
し
た
事
実
が
み
え
、
山
尾
幸
久
氏
の
研
究
が

　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
こ
の
段
階
で
継
体
は
大
和
政
権
内
に
お
け
る
有
力
な

“
次
期
大
王
候
補
者
”
と
目
さ
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
武

烈
の
死
に
よ
っ
て
初
め
て
継
体
が
畿
内
入
り
し
た
と
の
所
伝
は
劇
的
要
素
が
強

く
、
極
め
て
信
葱
性
が
低
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
継
体
1
1
息
長
氏
論
の
前
提
と
も
な
る
記
の
継
体
近
江
出
身
説
に
つ
い
て
は
、

ー
大
郎
子
　
　
［
H
〒
1
⊥
口
U
i
継
体
－
欽
明
ー
敏
達

　
（
意
富
富
将
王

　
1
1
息
長
氏
祖
）

百
師
木
伊
呂
弁

（
弟
日
売
真
若

　
比
売
命
）

1
忍
坂
大
中
津

　
比
売
命

息
長
真
手
干
［
麻
組
郎
女

1
忍
坂
日
子
人
－
野
明

　
　
　
太
子

比
呂
比
売
命
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紀
に
み
え
る
彦
主
人
王
の
近
江
国
高
嶋
郡
三
尾
の
「
別
業
」
1
1
継
体
の
出
生
地

（
そ
の
語
義
か
ら
い
え
ば
継
体
系
の
本
貫
を
離
れ
た
一
つ
の
経
営
拠
点
で
あ
る

こ
と
以
上
の
意
味
を
も
た
な
い
）
と
結
び
付
け
て
よ
く
、
紀
が
後
に
継
体
が
母

方
の
越
前
で
成
長
し
、
そ
こ
か
ら
大
王
に
擁
立
さ
れ
た
と
説
く
の
と
は
異
な
っ

て
、
記
は
簡
略
に
「
自
二
近
淡
海
国
一
、
令
二
上
坐
一
而
」
と
そ
の
出
身
1
ー
出
生
地

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

を
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

二
　
息
長
氏
伝
承
の
定
着

　
継
体
ー
1
息
長
氏
出
自
説
に
は
難
点
が
あ
る
も
の
の
、
継
体
妃
（
息
畏
真
手
王

の
女
。
記
－
麻
組
郎
女
、
紀
－
麻
績
娘
子
）
及
び
そ
の
父
系
系
譜
（
若
沼
毛
二
俣

王
系
譜
）
に
息
長
氏
の
姿
が
み
え
、
か
つ
息
長
氏
伝
承
が
極
め
て
特
異
な
あ
り

方
を
王
統
譜
上
に
と
ど
め
て
い
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
息
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
2
3
）

氏
を
継
体
支
持
・
擁
立
勢
力
と
み
る
見
解
と
て
あ
る
訳
で
あ
る
が
、
し
か
し
既

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
）

に
分
析
の
方
向
は
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
息
長
氏
が
歴
史
的
事
実
と
し
て
王

権
の
血
脈
と
接
触
す
る
に
至
っ
た
の
は
敏
達
天
皇
と
息
長
真
手
王
の
女
広
姫
と
魍

の
婚
姻
時
点
で
あ
り
、
敏
達
と
大
后
広
姫
の
間
に
出
生
し
た
押
坂
彦
人
大
兄
皇

子
が
、
そ
の
子
田
村
皇
子
（
野
明
天
皇
）
の
即
位
に
よ
り
新
王
統
の
始
祖
と
さ
れ

た
こ
と
が
息
長
氏
伝
承
の
敏
達
前
代
の
王
権
史
へ
の
介
入
の
基
盤
な
の
で
あ
る
。

　
大
橋
信
弥
氏
が
論
じ
た
よ
う
に
息
長
氏
伝
承
の
混
入
は
、
既
に
一
定
の
形
に

ま
と
め
ら
れ
て
い
た
系
譜
・
物
語
を
部
分
的
に
改
変
、
架
上
す
る
こ
と
で
成
さ

　
　
（
2
5
）

れ
て
い
る
。
大
橋
氏
は
こ
の
事
実
を
息
長
氏
の
作
為
が
極
め
て
新
し
い
時
期

（
天
武
朝
）
で
あ
る
こ
と
の
証
左
と
も
し
て
い
る
が
、
但
し
こ
れ
に
は
若
干
の
疑

　
　
（
％
）

問
が
あ
る
。

　
お
よ
そ
息
長
氏
伝
承
の
特
質
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
旧
辞
的
部
分
に
個

別
的
“
氏
人
”
（
息
長
「
某
」
王
、
息
長
「
某
」
ヒ
メ
な
ど
）
の
活
動
伝
承
が
非

常
に
少
な
い
こ
と
で
あ
る
（
こ
れ
を
史
実
化
す
る
と
こ
ろ
に
息
長
氏
の
“
陰
の

実
力
者
説
”
は
存
在
す
る
）
。
神
功
皇
后
オ
キ
ナ
ガ
タ
ラ
シ
ヒ
メ
物
語
こ
そ
あ

る
が
、
神
功
伝
説
は
周
知
の
よ
う
に
複
雑
な
構
成
要
素
を
内
包
し
て
お
り
、
そ

の
名
と
血
縁
系
譜
を
除
け
ば
、
明
ら
か
に
息
長
氏
系
の
そ
れ
と
し
て
摘
出
し
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

る
要
素
は
決
し
て
多
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
息
長
氏
伝
承
は
次
の
よ
う
な
若
沼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

毛
二
俣
王
の
出
自
を
め
ぐ
る
「
上
宮
記
」
・
記
紀
の
系
譜
（
第
4
図
）
の
異
同
・

異
伝
関
係
に
端
的
に
表
出
す
る
よ
う
に
、
素
材
に
潤
色
を
加
え
て
系
譜
関
係

（
息
長
人
名
）
を
形
成
し
つ
つ
も
、
一
方
、
独
自
の
物
語
的
伝
承
を
構
成
せ
ず
、

旧
来
の
物
語
的
分
子
へ
の
介
入
も
浅
い
“
系
譜
先
行
型
”
と
も
い
う
べ
き
定
着

を
み
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
息
長
氏
伝
承
の
影
響
が
い
ま
だ
系
譜
部
分
を
主

体
と
し
て
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
は
、
か
か
る
伝
承
の
混
入
が
長
期
間
に
亘
り
持

続
的
・
重
層
的
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
あ
っ
て

も
、
息
長
氏
の
関
与
が
記
紀
完
成
期
に
近
い
新
し
い
時
期
で
あ
る
こ
と
の
証
左

と
は
必
ず
し
も
な
り
え
な
い
。
ま
た
大
橋
氏
の
如
く
天
武
系
王
統
の
顕
彰
と
も

関
連
し
て
、
記
紀
に
直
接
に
結
実
し
て
い
く
「
天
武
朝
修
史
」
に
息
長
氏
の
所

伝
が
採
用
さ
れ
た
と
み
る
な
ら
ば
、
こ
の
第
4
図
の
系
譜
に
お
い
て
、
何
故
、

記
に
み
え
た
息
長
人
名
が
紀
の
方
に
は
検
出
し
え
な
い
の
か
、
舘
明
朝
（
箭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

明
・
皇
極
朝
）
ー
1
息
長
氏
伝
承
定
着
画
期
説
も
い
ま
だ
軽
視
し
え
ず
、
再
検
討

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

の
余
地
が
依
然
残
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
三
品
彰
英
氏
は
息
侵
氏
関
係
系
譜
の
内
に
“
湯
人
儀
礼
”
の
姿
が
検
出

さ
れ
る
こ
と
を
論
じ
て
お
り
、
息
長
氏
が
か
か
る
儀
礼
を
職
能
と
す
る
氏
族
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）
　
　
、
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

あ
っ
た
こ
と
を
説
く
の
で
あ
る
が
、
む
し
ろ
そ
の
系
譜
の
様
態
は
息
長
氏
の
特

も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
コ
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
カ
　
　
も
　
　
カ
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
へ

殊
的
職
掌
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
息
長
氏
伝
承
の
定
着
状
況
に
起
因
す
る
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第4図　若沼毛二俣王の系譜

〈
記
〉

涯
俣
那
加
都
比
古
ー
弟
日
売
麻
和
加

品
陀
和
気
命

母
々
思
己
麻
和
加
中
比
売

若
沼
毛
二
俣
王

（
幸
咋
俣
長
呈
1
［
鰻
鰭
由
魂
弟
日
売
真
若
比
売
璽
比
売
）

大
郎
子
i
（
下
略
）

〈
紀
〉

誉
田
天
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
河
派
仲
彦
　
　
　
　
　
弟
媛

カ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
カ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
で
　
　
へ

可
能
性
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
息
長
氏
の
血
を
受
け
た
彦
人
大
兄
は
異
母
妹
の

糠
手
姫
皇
女
と
の
間
に
野
明
を
も
う
け
た
が
、
箭
明
の
謹
号
を
オ
キ
ナ
ガ
タ
ラ

シ
ヒ
ヒ
ロ
ヌ
カ
と
伝
え
、
そ
の
喪
事
に
は
息
長
山
田
公
が
「
日
嗣
」
を
諌
び
奉

っ
た
と
い
い
（
皇
極
紀
元
年
十
二
月
乙
未
）
、
彦
人
の
母
族
と
し
て
の
関
係
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

息
長
氏
が
鍔
明
の
“
湯
入
”
と
し
て
そ
の
養
育
に
関
与
し
た
と
の
推
定
は
蓋
然

性
が
高
い
。
も
し
こ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
紆
明
朝
と
い
う
時
代

が
あ
ら
た
め
て
息
長
氏
伝
承
の
定
着
期
と
し
て
重
視
さ
れ
て
く
る
こ
と
に
も
な

ろ
う
。

稚
野
毛
二
派
皇
子

大
郎
子

三
　
継
体
系
譜
と
息
長
氏
伝
承

以
上
を
も
ふ
ま
え
、
こ
こ
で
継
体
と
息
長
氏
伝
承
の
関
係
に
つ
い
て
若
干
の

分
析
視
点
を
整
理
・
提
起
し
て
結
び
と
し
た
い
。

　
①
　
敏
達
大
后
と
継
体
妃
の
両
者
に
息
長
真
手
王
の
女
が
み
え
て
い
る
が
、

同
一
人
物
の
女
が
両
大
王
と
婚
姻
関
係
を
結
ぶ
こ
と
は
史
実
と
し
て
は
容
認
し

　
　
　
　
　
（
3
3
）

難
い
も
の
が
あ
る
。
継
体
妃
の
そ
れ
は
、
敏
達
大
后
広
姫
の
存
在
を
基
点
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鍵
）

る
架
上
と
解
す
べ
き
で
あ
る
が
、
何
故
、
継
体
妃
を
対
象
に
か
か
る
造
作
が
成

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
②
　
継
体
の
名
は
記
紀
に
共
通
し
て
ヲ
ホ
ド
を
伝
え
る
が
、
応
神
記
で
は
継

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
し

体
の
曾
祖
父
大
郎
子
の
「
亦
名
」
を
オ
ホ
ホ
ド
（
意
富
富
仔
）
王
と
し
て
い
る
。

こ
こ
に
は
明
ら
か
に
両
者
の
対
応
関
係
が
指
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

「
意
富
富
仔
王
者
、
〈
三
国
君
、
波
多
君
、
息
長
君
、
坂
田
君
、
酒
人
君
、
山
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

君
、
筑
紫
之
米
多
君
、
布
勢
君
等
之
祖
也
〉
」
と
記
述
さ
れ
る
よ
う
に
、
何
故
、
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（
3
6
）

か
か
る
継
体
と
の
対
称
名
者
に
息
長
氏
の
“
出
自
”
が
設
定
さ
れ
、
ま
た
意
富

富
将
王
の
父
で
継
体
系
の
開
祖
た
る
若
沼
毛
二
俣
王
の
母
方
が
〃
息
長
氏
”
で

あ
る
の
か
。

　
③
　
②
と
も
関
連
し
、
意
富
富
将
王
の
同
母
妹
で
他
王
統
た
る
允
恭
天
皇
の

皇
后
と
な
っ
た
忍
坂
大
中
姫
が
「
初
皇
后
随
レ
母
在
レ
家
」
（
允
恭
紀
二
年
二
月
）

と
あ
り
、
そ
の
妹
の
弟
姫
（
衣
通
郎
姫
）
が
天
皇
の
も
と
に
召
し
出
さ
れ
る
際
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ

「
時
弟
姫
随
レ
母
、
以
在
二
於
近
江
坂
田
一
」
（
允
恭
紀
七
年
十
二
月
）
と
さ
れ
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

う
に
、
何
故
、
姉
妹
が
近
江
の
坂
田
に
い
た
人
物
と
し
て
語
ら
れ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
カ

　
④
　
大
王
家
内
に
お
け
る
息
長
系
王
統
の
始
祖
は
ヒ
コ
ヒ
ト
大
兄
皇
子
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

っ
た
が
、
継
体
は
ヒ
コ
フ
ト
（
彦
太
）
尊
な
る
「
更
名
」
を
紀
に
載
せ
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

そ
し
て
同
じ
く
そ
の
父
は
ヒ
コ
ウ
シ
（
彦
主
人
）
王
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
隅
田
八

幡
鏡
に
継
体
は
フ
ト
（
孚
弟
）
王
と
み
え
て
お
り
、
「
上
宮
記
」
逸
文
に
は
継
体

父
を
ウ
シ
（
汗
斯
）
王
と
す
る
こ
と
か
ら
、
冠
称
ヒ
コ
は
架
上
的
要
素
と
推
定
さ

　
（
3
8
）

れ
る
が
、
何
故
、
こ
れ
ら
冠
称
ヒ
コ
の
潤
色
名
が
ヒ
コ
ヒ
ト
と
同
型
を
呈
す
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

　
こ
れ
ら
は
す
べ
て
一
連
の
作
為
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
川
口
勝
康
氏
は

応
神
以
降
の
三
系
統
合
系
譜
を
核
と
し
て
描
か
れ
る
王
権
史
が
、
究
極
的
に
継

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

体
王
系
の
登
場
を
正
当
化
し
釈
明
す
る
機
能
を
も
つ
こ
と
に
注
目
し
た
が
、
患

長
氏
の
伝
承
が
継
体
及
び
そ
の
出
自
系
譜
に
混
入
し
て
い
る
こ
と
は
、
か
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

王
権
史
の
基
本
的
性
格
と
不
可
分
で
あ
る
と
い
え
る
。
敏
達
王
系
と
密
着
し
た

疑
似
皇
親
氏
族
息
長
氏
の
伝
承
は
既
成
の
王
権
史
の
構
成
論
理
に
沿
う
形
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

継
体
系
譜
を
遡
及
し
て
い
く
こ
と
を
許
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
逆
に
五
世
紀
の
二

つ
の
大
王
系
譜
を
史
実
の
核
に
も
つ
仁
徳
系
の
二
王
統
（
履
中
系
・
允
恭
系
）
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

息
長
氏
伝
承
が
み
え
な
い
理
由
も
こ
こ
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

註（
1
）
　
ま
た
応
神
・
継
体
間
の
系
譜
の
中
間
部
分
が
記
紀
に
み
え
て
い
な
い
と
の
論
拠
を
以

　
っ
て
、
継
体
の
応
神
後
喬
伝
承
を
疑
い
、
応
神
五
世
孫
出
自
は
五
世
王
ま
で
を
皇
親
と
す

　
る
律
令
皇
親
制
か
ら
の
潤
色
で
あ
る
と
す
る
見
解
も
か
つ
て
存
在
し
た
が
（
井
上
光
貞

『
日
本
国
家
の
起
源
』
）
、
継
体
の
出
自
系
譜
の
全
容
は
現
存
し
な
い
紀
の
「
系
図
一
巻
」

　
（
『
続
日
本
紀
』
養
老
四
年
五
月
癸
酉
）
に
は
記
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
り
（
酋
田

香
融
「
『
日
本
書
紀
』
の
系
図
に
つ
い
て
」
『
日
本
古
代
財
政
史
の
研
究
』
所
収
、
黛
弘
道

「
継
体
天
皇
の
系
譜
に
つ
い
て
」
『
律
令
国
家
成
立
史
の
研
究
』
所
収
）
、
加
え
て
こ
の
継
体

系
譜
を
伝
え
る
『
釈
日
本
紀
』
所
引
「
上
宮
記
」
逸
文
の
成
立
が
記
紀
の
完
成
期
を
遡
る

も
の
で
あ
る
こ
と
も
決
定
的
で
あ
っ
て
（
横
田
健
一
「
『
記
』
『
紀
』
の
史
料
性
」
『
日
本
書

　
紀
成
立
論
序
説
』
所
収
、
志
水
正
司
「
大
和
朝
廷
成
立
期
の
天
皇
に
つ
い
て
」
『
史
学
』
三

　
八
－
三
、
黛
弘
道
前
掲
論
文
及
び
同
「
継
体
天
皇
の
系
譜
に
つ
い
て
の
再
考
」
『
律
令
国

　
家
成
立
史
の
研
究
』
所
収
）
、
客
観
的
に
み
て
こ
の
論
点
は
現
段
階
に
あ
っ
て
は
完
全
な
ま

　
で
に
克
服
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
但
し
そ
の
応
神
・
継
体
系
譜
が
史
実
化
で
き
る
か

　
ど
う
か
は
ま
た
別
問
題
で
あ
り
、
な
お
「
上
宮
記
」
に
み
え
る
継
体
の
祖
「
凡
牟
都
和
希

王
」
を
応
神
の
名
の
ホ
ム
タ
ワ
ケ
と
は
読
み
え
な
い
と
し
、
そ
れ
を
記
紀
に
垂
仁
天
皇
皇

　
子
と
し
て
定
着
し
て
い
る
ボ
ム
ツ
ワ
ケ
に
比
定
す
る
説
（
吉
井
巌
「
ボ
ム
ツ
ワ
ケ
王
」
『
天

　
皇
の
系
譜
と
神
話
』
二
所
収
）
も
あ
り
、
こ
の
意
味
で
問
題
は
派
生
・
複
雑
化
す
る
こ
と

　
に
な
る
。

（
2
）
　
か
か
る
“
王
朝
交
替
”
議
論
と
男
系
世
襲
王
権
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
・
山
尾
幸
久
a

　
『
日
本
古
代
王
権
形
成
史
論
』
三
章
、
同
b
「
日
本
古
代
の
国
家
形
成
」
（
『
日
本
古
代
の
国

　
家
形
成
』
所
収
）
に
論
及
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

（
3
）
　
藤
間
生
大
『
倭
の
五
王
』
、
原
島
礼
二
『
倭
の
五
王
と
そ
の
前
後
』
、
川
口
勝
康
「
五

　
世
紀
の
大
王
と
王
統
譜
を
探
る
」
（
『
巨
大
古
墳
と
倭
の
五
王
』
所
収
）
、
そ
の
他
。

（
4
）
　
蛇
足
な
が
ら
「
世
襲
王
権
」
の
意
味
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
筆
者
が
世
襲
王

　
権
の
未
成
立
と
い
う
の
は
、
王
位
（
大
王
位
）
の
継
承
が
必
ず
し
も
特
定
の
血
縁
集
団
内
で

　
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
王
を
輩
出
す
る
血
縁
集
団
が
一
つ
に
固
定
し
て
い
な
か
っ
た

　
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
大
橋
信
弥
氏
の
如
く
、
「
二
つ
の
大
王
家
論
を
認
め
た
と
し
て
も
、
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そ
れ
ぞ
れ
の
大
王
位
は
、
父
か
ら
子
へ
、
あ
る
い
は
兄
か
ら
弟
へ
、
男
系
に
お
い
て
継
承

さ
れ
て
お
り
、
男
系
に
よ
る
世
襲
王
制
は
確
立
し
て
い
る
と
考
え
る
」
（
「
日
本
古
代
国
家

　
の
成
立
と
息
長
氏
』
、
一
三
一
頁
）
と
述
べ
る
研
究
者
も
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

（
5
）
川
口
勝
康
前
掲
（
3
）
論
文
。

（
6
）
　
こ
れ
ら
諸
説
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
靖
民
『
増
補
古
代
国
家
史
研
究
の
歩
み
』
に
要
を

得
た
近
年
ま
で
の
整
理
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
譲
り
た
い
と
思
う
。

（
7
）
　
「
継
体
天
皇
の
出
自
と
そ
の
背
景
」
（
『
日
本
史
研
究
』
一
二
八
）
。

（
8
）
　
前
掲
（
4
）
書
。
大
橋
氏
は
長
浜
垣
籠
古
墳
群
（
坂
田
古
墳
群
）
が
四
世
紀
後
半
に
造
墓

　
が
開
始
さ
れ
、
五
世
紀
に
盛
期
を
迎
え
る
の
に
対
し
、
息
長
古
墳
群
で
は
五
世
紀
後
半
代

　
に
な
っ
て
初
め
て
「
帆
立
貝
式
」
の
前
方
後
円
墳
が
築
か
れ
、
六
世
紀
に
入
っ
て
盛
期
を

　
迎
え
る
こ
と
な
ど
を
論
拠
と
し
て
提
示
し
て
い
る
。
な
お
大
橋
氏
に
は
こ
れ
以
前
に
「
近

　
江
に
お
け
る
息
長
氏
の
勢
力
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
史
論
叢
』
八
）
が
あ
り
、
同
様
の
研
究

成
果
も
示
さ
れ
て
い
る
が
、
以
下
の
大
橋
氏
の
研
究
の
紹
介
は
す
べ
て
前
掲
（
4
）
書
に
よ

　
る
。

（
9
）
　
「
『
釈
日
本
紀
』
所
載
の
『
上
宮
記
一
云
』
に
つ
い
て
」
（
「
堺
女
子
短
期
大
学
紀
要
』

　
一
八
）
。
か
ね
て
よ
り
五
世
紀
に
お
け
る
息
長
氏
の
大
王
家
（
若
沼
毛
二
俣
王
系
王
族
）
と

　
の
血
縁
関
係
を
認
め
、
そ
の
勢
力
を
評
価
し
て
い
た
塚
口
氏
は
、
五
世
紀
後
半
に
お
け
る

　
息
長
古
墳
群
の
築
造
開
始
を
こ
の
時
期
以
降
に
「
息
長
氏
の
経
済
力
が
安
定
」
し
て
い
く

　
こ
と
の
証
左
と
し
、
ま
た
長
浜
垣
籠
古
墳
群
の
被
葬
者
は
大
橋
氏
の
比
定
す
る
坂
田
酒
人

　
氏
で
は
な
く
、
若
沼
毛
二
俣
王
系
王
族
こ
そ
推
定
さ
れ
る
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
論
証
に

　
は
従
い
難
い
。

（
1
0
）
　
但
し
古
市
古
墳
群
と
百
舌
鳥
古
墳
群
を
各
々
、
『
宋
書
』
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
二
つ

　
の
倭
王
系
の
墳
墓
群
に
比
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
（
同
様
の
立
場
を
と
る
も

　
の
と
し
て
川
口
勝
康
前
掲
（
3
）
論
文
が
あ
る
）
。
こ
の
意
味
で
、
白
石
太
一
郎
a
「
日
本

　
古
墳
文
化
論
」
（
『
講
座
日
本
歴
史
』
一
所
収
）
、
同
b
「
巨
大
古
墳
に
み
る
大
王
権
の
推

　
移
」
（
直
木
孝
次
郎
編
『
王
権
の
争
奪
』
〈
日
本
古
代
史
4
＞
所
収
）
、
そ
の
他
が
論
じ
て
い

　
る
よ
う
に
、
河
内
南
部
と
和
泉
北
部
に
各
々
本
拠
を
置
く
「
二
つ
の
王
家
が
交
互
に
大
王

　
を
出
す
よ
う
な
状
況
」
（
白
石
前
掲
a
論
文
、
一
七
三
頁
）
は
否
定
し
て
お
き
た
い
。
古
市

と
百
舌
鳥
の
両
者
が
“
同
一
古
墳
群
”
と
し
て
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
こ
と
は
指
摘
さ
れ

　
て
お
り
（
森
浩
一
『
古
墳
』
、
中
井
正
弘
「
百
舌
鳥
古
墳
群
」
『
古
市
古
墳
群
と
そ
の
周
辺
』

所
収
）
、
古
市
・
百
舌
鳥
の
規
則
正
し
い
大
王
墓
交
互
移
動
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
単
一

墓
域
内
で
の
連
続
的
大
王
墓
造
営
に
と
も
な
う
地
域
的
な
経
済
疲
弊
を
回
避
す
る
た
め
の
、

王
権
に
よ
る
計
画
的
措
置
で
あ
っ
た
と
推
測
し
た
石
部
正
志
・
田
中
英
夫
・
堀
田
啓
一
・

宮
川
捗
「
古
市
・
百
舌
鳥
古
墳
群
に
お
け
る
主
要
古
墳
間
の
連
関
規
制
に
つ
い
て
」
（
『
古

代
学
研
究
』
六
〇
）
の
見
解
を
重
視
し
た
い
と
思
う
。

（
1
1
）
　
白
石
太
一
郎
前
掲
（
1
0
）
論
文
、
及
び
同
c
「
後
期
古
墳
の
成
立
と
展
開
」
（
岸
俊
男

編
『
王
権
を
め
ぐ
る
戦
い
』
〈
日
本
の
古
代
6
＞
所
収
）
。

（
1
2
）
　
か
か
る
〃
定
説
”
を
め
ぐ
る
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
森
浩
一
「
天
皇
陵
考
察
の
基

礎
」
（
同
編
『
前
方
後
円
墳
の
世
紀
』
〈
日
本
の
古
代
5
＞
所
収
）
に
紹
介
が
あ
る
。
そ
の
他
、

　
三
浦
圭
一
「
継
体
陵
に
つ
い
て
の
一
断
章
」
（
『
日
本
史
研
究
』
一
五
七
）
参
照
。

（
1
3
）
　
原
島
礼
二
前
掲
（
3
）
書
、
白
石
太
一
郎
前
掲
（
1
0
）
b
論
文
、
同
前
掲
（
1
1
）
c
論
文
。

（
1
4
）
　
森
浩
一
「
古
墳
と
古
墳
群
」
（
『
古
代
学
研
究
』
六
）
、
原
島
礼
二
前
掲
（
3
）
書
、
白
石

太
一
郎
前
掲
（
1
0
）
b
論
文
。
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人
「
古
墳
時
代
に
お
け
る
金
石
文
」

（
2
0
）

「
寿
」
字
の
誤
記
（
誤
刻
）
の
可
能
性
も
あ
る
。

（
2
1
）
前
掲
（
2
）
a
書
七
章
。

（
2
2
）
　
大
橋
信
弥
前
掲
（
4
）
書
。

（
2
3
）
　
吉
井
巌
「
応
神
天
皇
の
周
辺
」
（
『
天
皇
の
系
譜
と
神
話
』
一
所
収
〉
、
塚
口
義
信
「
継

体
天
皇
と
息
長
氏
」
（
『
神
功
皇
后
伝
説
の
研
究
』
所
収
）
。

（
2
4
）
　
大
橋
信
弥
前
掲
（
4
）
書
。
そ
の
他
、
川
ロ
勝
康
前
掲
（
3
）
論
文
。

前
掲
（
1
0
）
b
論
文
。

白
石
太
一
郎
前
掲
（
1
0
）
b
論
文
、
及
び
同
前
掲
（
1
1
）
c
論
文
な
ど
。

山
尾
幸
久
前
掲
（
2
）
a
書
七
章
。

な
お
継
体
即
位
は
紀
に
よ
れ
ば
五
〇
七
年
の
こ
と
と
さ
れ
る
。

管
見
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
斯
麻
」
を
最
初
に
百
済
の
武
寧
王
に
比
定
し
た
の
は
椎
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
日
本
考
古
学
講
座
』
五
所
収
）
。

か
か
る
「
奉
」
の
字
体
そ
の
も
の
は
先
ず
「
寿
」
に
読
み
う
る
も
の
で
は
な
い
が
、



（
2
5
）
前
掲
（
4
）
書
。

（
2
6
）
　
息
長
氏
の
関
与
が
天
武
朝
で
あ
る
こ
と
の
も
う
一
つ
の
論
拠
と
し
て
、
大
橋
氏
は
上

　
田
正
昭
「
氏
族
系
譜
の
成
立
」
（
『
日
本
古
代
国
家
成
立
史
の
研
究
』
所
収
）
に
よ
り
、
応
神

　
記
の
「
若
野
毛
二
俣
王
系
譜
に
み
え
る
後
喬
氏
族
（
息
長
氏
ら
意
冨
富
将
王
後
喬
氏
族
…

　
…
筆
者
註
）
と
、
天
武
八
姓
賜
姓
氏
族
と
は
、
き
わ
め
て
密
接
な
対
応
が
み
ら
れ
る
」
（
前

　
掲
（
4
）
轡
、
九
九
頁
）
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
三
国
君
・
波
多
君
・
息
長
君
・

　
坂
田
君
・
酒
人
君
・
山
道
君
・
筑
紫
之
米
多
君
・
布
勢
君
（
こ
の
氏
族
群
に
つ
い
て
は
後

　
掲
（
3
5
）
参
照
）
の
内
、
筑
紫
之
米
多
君
・
布
勢
君
は
天
武
八
姓
賜
姓
が
な
く
、
「
き
わ
め
て

　
密
接
」
と
い
っ
て
よ
い
か
問
題
は
あ
る
が
、
こ
の
対
応
関
係
を
重
視
す
る
に
せ
よ
、
そ
れ

　
が
か
か
る
系
譜
に
み
ら
れ
る
政
治
的
現
実
の
反
映
の
時
期
と
し
て
天
武
朝
を
特
定
す
る
も

　
の
か
ど
う
か
疑
問
が
残
り
、
天
武
朝
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
も
当
然
想
定
さ
れ
る
べ
き
時
代

　
幅
の
問
題
を
お
さ
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
、
大
橋
氏
は
吉
井
巌
前
掲
（
2
3
）
論
文
が

　
開
化
天
皇
皇
子
の
日
子
坐
王
後
喬
系
譜
（
記
。
神
功
・
応
神
に
至
る
）
に
、
息
長
氏
の
関
与

　
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
息
長
氏
の
作
為
は
か
か
る
系
譜
に
同
母
系
異
世
代
婚
が
み
ら
れ
る
こ

　
と
か
ら
み
て
天
武
朝
で
あ
る
と
推
定
し
た
こ
と
を
援
用
し
て
、
息
長
氏
伝
承
の
定
着
期
を

　
確
認
し
て
も
い
る
が
、
同
母
系
異
世
代
婚
1
1
天
武
朝
作
為
説
（
吉
井
氏
の
か
か
る
理
論
は

　
笠
井
倭
人
「
記
紀
系
譜
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
」
『
史
林
』
四
〇
i
二
、
に
基
づ
く
）
を
仮

　
定
と
し
て
容
認
し
た
と
し
て
も
、
塚
口
義
信
前
掲
（
2
3
）
論
文
が
論
じ
た
よ
う
に
、
か
か
る

　
婚
姻
形
態
が
天
武
朝
の
記
編
纂
者
の
改
変
の
所
産
で
あ
る
と
す
れ
ぽ
、
問
題
は
ま
た
別
次

　
元
の
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
本
註
記
に
つ
い
て
は
佐
々
木
一
紀
氏
の
助

　
言
を
得
た
。

（
2
7
）
　
神
功
皇
后
伝
説
の
中
で
他
に
確
実
に
息
長
氏
の
関
与
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
要
素

　
が
、
九
州
に
お
け
る
応
神
の
出
生
後
、
神
功
が
幼
子
を
と
も
な
っ
て
大
和
に
帰
還
す
る
際

　
に
反
乱
を
起
こ
し
た
忍
熊
皇
子
（
紀
、
記
ー
忍
熊
王
）
・
塵
坂
皇
子
（
紀
、
記
－
香
坂
王
）
の

　
そ
れ
の
み
で
あ
る
こ
と
は
大
橋
氏
自
身
が
論
じ
て
い
る
（
前
掲
（
4
）
書
）
。

（
2
8
）
　
従
来
、
こ
の
三
系
譜
は
三
書
の
あ
り
方
を
比
較
・
検
討
す
る
際
の
絶
好
の
材
料
と
し

　
て
使
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
息
長
氏
伝
承
の
混
入
の
問
題
を
考
え
る
上
で
も
非
常
に
重
視
さ

　
れ
て
き
た
。

（
2
9
）
　
黒
沢
幸
三
「
息
長
氏
の
系
譜
と
伝
承
」
（
『
日
本
古
代
の
伝
承
文
学
の
研
究
』
所
収
）
、

永
井
紀
代
子
「
当
麻
氏
に
関
す
る
考
察
」
（
『
日
本
史
論
叢
』
二
）
、
塚
口
義
信
「
大
帯
日
売

考
」
及
び
同
「
神
功
皇
后
伝
説
の
形
成
と
そ
の
意
義
」
（
と
も
に
『
神
功
皇
后
伝
説
の
研

究
』
所
収
）
な
ど
。
特
に
前
二
者
に
よ
り
息
長
氏
と
の
関
係
が
深
い
野
明
の
時
代
に
王
権

史
の
編
纂
が
行
な
わ
れ
た
可
能
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
み
の
が
せ
な
い
。
黒
沢
氏

は
野
明
朝
（
紆
明
・
皇
極
期
）
に
お
い
て
“
記
の
原
型
”
の
内
に
息
長
氏
伝
承
が
定
着
し
、

そ
れ
が
天
武
の
修
史
に
連
続
し
て
い
く
こ
と
を
論
じ
、
永
井
氏
は
当
麻
氏
を
め
ぐ
る
研
究

　
の
一
環
と
し
て
そ
れ
を
継
承
し
た
が
（
他
に
永
井
氏
に
は
「
蘇
我
氏
と
息
長
氏
の
修
史
事

業
」
「
日
本
史
論
叢
』
四
、
が
あ
る
）
、
但
し
こ
れ
ら
は
記
に
お
け
る
多
量
の
息
長
氏
伝
承

　
の
混
入
に
注
目
す
る
も
の
の
、
紀
に
は
別
に
「
系
図
一
巻
」
が
備
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
全

く
考
慮
し
て
い
な
い
欠
点
を
も
つ
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
の
他
、
息
長
氏
の
問
題
と
は

直
接
関
係
は
な
く
、
神
田
秀
夫
氏
は
記
の
本
文
に
古
層
（
敏
達
朝
前
後
）
・
飛
鳥
層
（
野
明

朝
前
後
）
・
白
鳳
層
（
元
明
朝
）
の
三
層
が
存
在
す
る
こ
と
を
論
ず
る
と
と
も
に
、
記
序
文

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
に
み
え
る
「
帝
皇
日
継
」
「
先
代
旧
辞
」
が
そ
の
名
称
か
ら
野
明
朝
の
も
の
で
あ
る
こ
と

を
断
じ
（
『
古
事
記
の
構
造
』
）
、
佐
々
木
一
紀
氏
は
帝
紀
・
旧
辞
の
好
明
朝
成
立
説
と
あ
わ

せ
、
推
古
紀
二
十
八
年
是
歳
条
の
修
史
記
事
が
実
際
は
釘
明
朝
の
史
実
に
対
応
す
る
記
事

　
で
あ
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
（
「
『
日
本
書
紀
』
の
編
纂
過
程
に
関
す
る
一
試
論
」
『
日
本

歴
史
』
四
一
九
）
。

　
　
　
　
　
あ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
モ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
あ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

（
3
0
）
　
但
し
記
の
息
長
真
若
中
比
売
に
相
当
す
る
人
物
が
、
紀
に
お
い
て
弟
媛
と
は
別
の
系

譜
的
位
置
で
「
系
図
一
巻
」
の
中
に
載
せ
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
系
譜

　
の
あ
り
方
か
ら
い
え
ば
、
稚
野
（
淳
）
毛
二
派
（
岐
）
皇
子
の
妃
に
そ
れ
が
存
在
し
た
場
合
で

あ
る
が
（
安
康
即
位
前
紀
に
二
派
皇
子
の
子
と
し
て
忍
坂
大
中
姫
命
－
記
で
は
大
郎
子

　
の
同
母
妹
i
の
み
載
せ
て
い
る
が
、
彼
女
の
母
親
の
名
は
み
え
な
い
。
二
派
皇
子
か
ら

　
継
体
に
至
る
詳
細
な
系
譜
が
紀
の
「
系
図
一
巻
」
に
し
る
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
特
に
薗
田

香
融
前
掲
（
1
）
論
文
参
照
）
、
も
し
こ
の
ケ
ー
ス
を
想
定
し
た
と
し
て
も
、
か
か
る
記
紀

　
の
異
同
自
体
が
大
橋
説
に
対
す
る
批
判
と
し
て
そ
の
ま
ま
有
効
で
あ
る
と
思
う
。
な
お
記

　
で
は
咋
（
代
〉
俣
長
日
子
王
の
父
に
息
長
田
別
王
（
倭
建
命
の
子
）
を
載
せ
て
い
る
の
に
対
し
、

紀
で
は
河
派
仲
彦
以
前
の
系
譜
は
み
え
て
い
な
い
。
こ
れ
も
紀
の
「
系
図
一
巻
」
に
は
書
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か
れ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
（
薗
田
香
融
前
掲
論
文
）
、
必
ず
し
も
こ
の
こ
と

　
に
よ
り
息
長
氏
伝
承
の
欠
如
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
3
1
）
　
「
古
代
宗
儀
の
歴
史
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
」
（
『
増
補
日
鮮
神
話
伝
説
の
研
究
』
〈
三

品
彰
英
論
文
集
四
〉
所
収
）
。

（
3
2
）
　
薗
田
香
融
「
皇
祖
大
兄
御
名
入
部
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
古
代
財
政
史
の
研
究
』
所
収
）
。

　
な
お
菖
田
氏
は
舖
明
の
論
号
オ
キ
ナ
ガ
タ
ラ
シ
ヒ
ヒ
ロ
ヌ
カ
の
タ
ラ
シ
ヒ
が
動
詞
「
日
足

す
」
（
成
長
す
る
、
養
育
す
る
）
の
名
詞
化
さ
れ
た
言
葉
「
足
日
」
で
あ
る
こ
と
を
想
定
し
、

そ
の
詮
号
が
「
息
長
氏
が
養
育
し
た
て
ま
つ
っ
た
額
の
広
い
（
聡
明
な
）
天
皇
」
（
三
七
七

頁
）
の
意
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
一
方
、
こ
の
野
明
の
認
号
に
つ
い
て
米
沢
康

　
氏
は
、
「
オ
キ
ナ
ガ
タ
ラ
シ
ヒ
ヒ
ロ
ヌ
カ
に
は
、
息
長
真
手
王
の
オ
キ
ナ
ガ
、
広
姫
の
ヒ
ロ
、

糠
手
姫
皇
女
の
ヌ
カ
が
全
て
含
ま
れ
て
お
り
、
要
す
る
に
、
こ
れ
に
天
皇
の
こ
と
を
タ
ラ

　
シ
ヒ
コ
と
呼
ん
だ
ら
し
い
当
時
の
な
ら
わ
し
が
加
わ
っ
て
、
そ
の
詮
号
が
で
き
上
っ
て
い

　
る
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
考
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
」
（
「
継
体
后
妃
出
自
氏
族
と
そ
の
伝

　
承
」
咽
信
濃
』
二
〇
1
五
、
＝
二
頁
）
と
述
べ
、
川
口
勝
康
氏
も
こ
れ
を
継
承
し
て
、
「
そ
の

詮
号
が
敏
達
ー
オ
シ
サ
カ
彦
人
大
兄
－
野
明
の
王
権
直
系
ラ
イ
ン
を
に
な
っ
て
い
た
こ
と

　
は
明
ら
か
だ
ろ
う
」
（
前
掲
（
3
）
論
文
、
一
五
四
頁
）
と
論
じ
て
い
る
。

（
3
3
）
　
大
橋
信
弥
前
掲
（
4
）
書
、
横
田
健
一
「
神
功
皇
后
の
系
譜
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
古
代

　
神
話
と
氏
族
伝
承
』
所
収
）
。

（
3
4
）
　
大
橋
信
弥
前
掲
（
4
）
書
、
川
口
勝
康
前
掲
（
3
）
論
文
。

（
3
5
）
　
記
の
こ
の
個
所
は
、
実
際
に
は
「
意
富
富
将
王
者
、
〈
三
国
君
、
波
多
君
、
息
長
坂
君
、

　
酒
人
君
…
…
等
之
祖
也
〉
」
と
あ
り
、
従
来
か
ら
混
乱
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
本
居
宣
長

　
『
古
事
記
伝
』
三
十
四
之
巻
は
「
息
長
坂
君
、
酒
人
君
」
を
「
息
長
君
、
坂
田
酒
人
君
」
に

　
訂
正
し
て
い
る
が
、
佐
伯
有
清
『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究
』
考
謹
篇
第
一
の
成
果
に
従
い
、

　
本
文
の
如
く
改
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
3
6
）
　
応
神
記
に
あ
っ
て
、
若
沼
毛
二
俣
王
の
子
女
の
記
載
部
分
で
は
大
郎
子
の
「
亦
名
」

　
と
し
て
意
富
富
将
王
が
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
息
長
氏
を
は
じ
め
と
す
る
意
富
富
将

　
王
の
後
喬
氏
族
を
註
記
す
る
個
所
で
は
大
郎
子
の
名
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
大
橋

　
信
弥
前
掲
（
4
）
書
に
よ
っ
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
大
橋
氏
は
意
富
富
好
王
の
名
は
息
長
氏

　
に
よ
っ
て
継
体
の
名
ヲ
ホ
ド
を
も
と
に
創
出
さ
れ
継
体
と
の
同
祖
を
主
張
す
べ
く
、
大
郎

子
と
の
同
一
化
が
は
か
ら
れ
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

（
3
7
）
　
な
お
こ
れ
は
姉
妹
が
「
随
レ
母
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
先
に
可
能
性
あ
り
と
も
し

　
た
紀
の
「
系
図
一
巻
」
に
お
け
る
二
派
皇
子
妃
1
1
〃
息
長
氏
”
の
想
定
（
前
掲
（
3
0
）
）
と
関

連
付
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
3
8
）
　
山
尾
幸
久
前
掲
（
2
）
a
書
七
章
。

（
3
9
）
　
大
橋
信
弥
前
掲
（
4
）
書
は
、
本
稿
と
は
問
題
設
定
が
異
な
る
も
の
の
、
主
と
し
て
①

　
～
③
と
も
関
連
し
て
、
「
息
長
氏
自
身
が
自
ら
の
過
去
を
、
応
神
か
ら
継
体
の
系
譜
の
中
に

位
置
付
け
よ
う
と
し
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
は
、
息
長
氏
が
皇
親
と
し
て
の
過
去
を
、
継

体
の
系
譜
に
結
合
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
近
年
有
力
化
し
て
い
る
、
継
体
日

息
長
氏
出
自
説
は
、
か
か
る
息
長
氏
の
仕
組
ん
だ
構
想
を
、
ト
レ
ー
ス
し
た
も
の
と
考
え

る
ほ
か
は
な
い
の
で
あ
る
」
（
五
一
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
大
橋
氏
の
論
は
こ
の
文
章
の
限

り
で
は
全
く
正
し
い
が
、
筆
者
が
お
さ
え
て
お
き
た
い
の
は
、
「
息
長
氏
が
皇
親
と
し
て
の

過
去
を
」
、
何
故
、
他
系
譜
で
は
な
く
「
継
体
の
系
譜
に
結
合
さ
せ
」
た
．
か
で
あ
る
。
大

橋
氏
は
別
個
所
に
お
い
て
、
「
あ
る
程
度
体
系
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
、
系
譜
と
物
語
に
、

　
二
次
的
に
架
上
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
息
長
氏
は
、
こ
の
段
階
（
天
武
朝
修
史
…
…
筆
者

註
）
で
も
依
然
、
不
安
定
な
要
素
を
も
っ
て
い
た
継
体
と
そ
の
父
祖
の
所
伝
、
あ
る
い
は

　
神
功
・
応
神
に
か
か
わ
る
系
譜
と
物
語
に
、
も
っ
ぱ
ら
そ
の
関
与
を
示
さ
ざ
る
を
得
な
か

　
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
」
（
二
五
六
頁
）
と
も
論
じ
て
い
る
の
が
目
に
入
る
が
、
必
ず
し

　
も
そ
の
意
味
は
明
瞭
で
は
な
い
。

（
4
0
）
　
前
掲
（
3
）
論
文
。

（
4
1
）
　
川
口
勝
康
前
掲
（
3
）
論
文
は
そ
の
王
統
譜
分
析
の
内
に
あ
っ
て
、
記
紀
の
「
息
長
系

　
譜
の
あ
り
方
は
原
帝
紀
の
基
本
構
造
と
そ
の
意
図
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
」
（
一
五
六

　
頁
）
と
も
述
べ
、
、
継
体
出
自
に
即
し
て
の
論
は
な
い
が
、
核
心
は
と
ら
え
て
い
る
か
に
も
み

　
え
る
。

（
4
2
）
　
な
お
継
体
の
宮
の
一
つ
が
伝
承
さ
れ
る
筒
城
の
地
が
、
山
城
に
進
出
し
た
息
長
氏
の

拠
点
で
あ
る
こ
と
（
塚
口
義
信
前
掲
（
％
）
論
文
）
も
、
息
長
氏
伝
承
に
よ
る
作
為
の
可
能
性

　
が
考
え
ら
れ
な
く
な
い
が
、
当
該
地
は
樟
葉
・
弟
国
と
同
様
に
和
珂
氏
と
も
有
縁
の
地
で
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あ
っ
て
（
岸
俊
男
「
ワ
ニ
氏
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」
『
日
本
古
代
政
治
史
研
究
』
所
収
）
、

今
は
ひ
と
ま
ず
否
定
し
て
お
き
た
い
。

（
4
3
）
　
本
稿
に
お
い
て
は
応
神
よ
り
以
前
の
息
長
氏
伝
承
に
つ
い
て
は
直
接
論
及
し
え
な
か

　
っ
た
が
、
こ
れ
は
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
。


